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環境保全米の生き物調査特集
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３　環境保全米県民会議・赤とんぼ食堂：新米・新酒を味わう会

令和元年台風19号災害 支援活動を実施いたしました

環境保全米「赤とんぼ食堂」 新米・新酒を味わう会

　マイナビベガルタ仙台レディース（株式会社ベガルタスポーツクラブ）では、
11月 19 日（火）日本各地に甚大な被害をもたらした「令和元年台風 19号」
の被害を受けた宮城県丸森地区の野菜生産者を訪問。クラブからは選手・スタッ
フ・クラブ職員が参加。JAみやぎ仙南 丸森支店様、みやぎ生活協同組合様、
ベガルタ仙台レディース後援会のご協力もいただき、土砂撤去作業などを 2班
に分かれて行いました。約 4時間の作業の中でみえたのは、選手たちが少しで
もこの状況を良くしたいという思いでした。泥まみれになりながら土砂をかく
選手、流れてきた板を運ぶ選手、自宅内の清掃に励む選手。短い作業時間とな
りましたが、チームとして協力し、少しでもお役にたてたのであれば幸いです。

　11月 26日の 18：00から、JAビル地下のさなぶりで、赤とんぼ食堂・新米と新酒を味わう会が 26名の参加者でに
ぎやかに行われました。会には本田強環境保全米ネットワーク前理事長をはじめ佐々木前理事、JAみやぎ登米、南方水
稲部会、ベガルタ仙台、MELON, 一ノ蔵の皆さんの他たくさんの方が集
いました。新米は、JAS 有機生産農家の黒澤重雄さんから提供された、サ
サニシキ、ひとめぼれ、つや姫、だて正夢を味わいました。新酒は一ノ蔵
さんから、新酒の特別純米生原酒しぼりたて、本醸造しぼりたて生原酒の
他、環境保全米を原料にした山廃純米大吟醸、特別純米酒大和伝、山廃特
別純米酒円融の合計 5種類の酒を堪能しました。宴たけなわになると、や
はり話題は今年の米の出来となり、改めて、環境保全米運動で取り組んで
きた疎植＊や品種に応じた適期の田植えの重要性が確認されました。
＊疎植とは？通常の1坪あたり60～70株植えに対して、40～50株で植える栽培方法

いただいた回答および個人情報は当法人にて厳重に管理し、プレゼントの発送、
または各種情報の提供、イベントの案内以外の目的では使用いたしません。
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環境保全米づくりで取り組む生き物調査
　みやぎの環境保全米県民会議で取り組んでいる安全・安心なお米「宮城の環境保全米」には 3つのメリッ
トがあります。1つめは、水や土を守り、生き物を守ることができる。２つめは、安全・安心なお米を届
けることができる。3つめは、安定した食料供給に貢献できるです。今回の環境保全米通信の特集は、第
１のメリットである水や土を守り、生き物を守る取り組みについて紹介します。
　環境保全米づくりでは、第三者認証機関がおこなう生き物調査や農協が取り組む生き物調査、JAS有機
米や無農薬米に取り組む生産者が行う生き物調査、生産者と消費者が連携して行う生き物調査といろいろ
な生き物調査が行われています。

　みやぎの環境保全米の第三者認証を行っている環境保全米ネットワークの生き
物調査は、右図のような 20種類の生き物シートを使って田んぼの生き物が、多く
いる、普通、少ないに分けて目視でカウントしています。「よく見かける田んぼの
生き物」で、トンボ類、クモ類、ツバメ、イナゴ類、イネミズゾウムシなどの害虫類、
アメンボ , カエル、ドジョウ、ホタルなどです。この生き物調査を農法別（JAS 有
機、無農薬・無化学肥料栽培の田んぼ、減農薬・減化学肥料の環境保全米Cタイ
プの田んぼ、慣行栽培の田んぼ）に、今年も各農協に依頼した調査票を集計して
いるところです。次回の通信で結果を報告いたします。

　農協（JA）が独自に取り組む生き物調査も、宮城県内の多くの JAで、様々な規
模で行われています。今回は JAみやぎ登米の、環境保全米の田んぼの生き物調査
を紹介します。この取り組みは、平成 18年間から始まり今年で 14回目を迎えま
した。令和元年 6月 15日の調査には、生産者、あぐりスクール生、コメ卸業者、
農薬メーカーなど関係者 150人が集まりました。生き物調査は、南方町と東和町の５つの圃場（田んぼ）で行われ、写
真のように雨の中を田んぼの中に入って生き物を採集しました。採集した生き物を写真のようにトレイに分けて分類をお
こないました。南方アグリスクールの子供たちの班では、ドジョウ、トウキョウダルマガエル、二ホンアマガエル、アメ
リカザリガニ、ヨーロッパカブトエビ , トゲカイエビ、アキアカネの幼生、ノシメトンボの幼生など珍しい生き物も多く
含まれていました。鑑定を担当した谷幸三先生は、豊かな生き物の生態系に感心していました。

　JAS 有機米や無農薬・無化学肥料米を生産している南方水
稲部会の板倉地区の生産者の生き物調査を紹介します。南方
水稲部会では、びっくりドンキーでおなじみのレストランに
提供する省農薬米を作っています。この省農薬米の生物多様
性保全のための基準では、生き物調査による環境評価のほか、
水田魚道の整備、水路内の土壌や草の維持、土水路の整備と
いった生き物が生きられる田んぼ空間の環境整備も強調され
ています。その他にビオトープの設置やふゆみず田んぼの取り
組みも行っています。田んぼの生き物の環境整備を行ったう
えでの生き物調査は、詳細に行われています。図の生き物調査シートは、夏秋用の昆虫類、クモ類のものです。夏秋用には、
昆虫類害虫（シマウンカ、カメムシなど）並びに昆虫類ただの虫（ユスリカ、ガガンボなど）のワークシートもあります。
もちろん、春夏の調査シートもあります。春夏では、藻や浮草類（アオミドロなど）、貝・エビ類（カイエビ、カブトエ
ビなど）、土の中の生き物（イトミミズ、ユスリカの幼虫など）、カエル類、クモ類が対象となっています。また、水生昆
虫類（ゲンゴロウ、コオイムシなど）、魚類（ドジョウ、メダカ、フナなど）、鳥類（サギ、ツバメ、ガンなど）も調査対
象となっています。これらの生き物を採集や目視でいるいないの観察を行っています。昨年の報告書では春夏が 6月 22
日、夏秋の調査が 8月 31日に行われました。生産者は、環境保全米作りの目的の 1つである生物の多様性を保全しなが
ら、安全で安心なおいしい米づくりをしています。

あいコープみやぎ「七郷トライ田んぼ」生き物調査
　あいコープみやぎでは、今年から七郷みつば会と連携して『七郷トライ田んぼ』という
無農薬交流田の活動をはじめました。目的は、お米を育てる体験を通して、宮城の田んぼ
や畑を守り、自分たちの食を守ることに繋げていくことです。登録制のイベントで６家族
21名が参加しました。５月 25日には田植えが行われ、半分の面積は手植えを行いまし
た。田植えが終わると、除草剤不使用の田んぼでは雑草との戦いが続きます。一週間に一
度の草取りでは、とうてい間に合いません。参加者や職員の自主草取りが始まります。7
月 13日には、虫博士の向井康夫さんをお招きして、子供たちと一緒に田んぼの生き物調
べをしました。びっしり生えた雑草をみんなで集中して取った後は、お楽しみの生き物調
べ！小さな子供でも容易に観察できる博士オリジナルの顕微鏡に参加者一同感激！生きも
のが動いているのを確認したら、資料を見ながら名前を探り当て、博士にホワイトボード
に書いてもらい、成果を感じることが出来ました。

みやぎ生協の田んぼの生き物調査
　みやぎ生協では、子育て中の親子を対象に農家での作業体験をしたり農産物が育っている環境に共生している田んぼの
生き物の関係を生産者からお話していただき学習する場を設けています。6月 9日には、ＪＡ新みやぎ　みどりの地区本
部管内で田んぼの生き物調査を行い、25家族 97人が参加しました。5月に田植えをした田んぼにどんな生き物がいるの
かを調べました。講師の大崎市世界農業遺産推進課の鈴木耕平さんから、虫取り網で生き物をつかまえる時は、そっとす
くうようにすると良いと教わりました。子どもたち
は、田んぼのなかを歩きまわり夢中でオタマジャク
シ・ヤゴ・カイエビ・ザリガニなど 27種類の生き
物を見つけることができました。その後、鈴木耕平
さんから田尻の伝統的農耕文化と持続可能な農業・
食料についてと、渡り鳥の楽園・ラムサール条約湿
地について学習しました。

環境保全米ネットワークの生き物調査❶

JAが取り組む生き物調査❷

生産者が取り組む生きもの調査❸

消費者と生産者が取り組む生きもの調査❹

無農薬田んぼの草取り‼

田んぼの生きもの調べ 生きものを探そう

水路の生き物調べ
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ぎやかに行われました。会には本田強環境保全米ネットワーク前理事長をはじめ佐々木前理事、JAみやぎ登米、南方水
稲部会、ベガルタ仙台、MELON, 一ノ蔵の皆さんの他たくさんの方が集
いました。新米は、JAS 有機生産農家の黒澤重雄さんから提供された、サ
サニシキ、ひとめぼれ、つや姫、だて正夢を味わいました。新酒は一ノ蔵
さんから、新酒の特別純米生原酒しぼりたて、本醸造しぼりたて生原酒の
他、環境保全米を原料にした山廃純米大吟醸、特別純米酒大和伝、山廃特
別純米酒円融の合計 5種類の酒を堪能しました。宴たけなわになると、や
はり話題は今年の米の出来となり、改めて、環境保全米運動で取り組んで
きた疎植＊や品種に応じた適期の田植えの重要性が確認されました。
＊疎植とは？通常の1坪あたり60～70株植えに対して、40～50株で植える栽培方法

いただいた回答および個人情報は当法人にて厳重に管理し、プレゼントの発送、
または各種情報の提供、イベントの案内以外の目的では使用いたしません。
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